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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本船舶標準協会 (JMSA) から，

工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国

土交通大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 8666 : 2002，Small craft－Principal 

data を基礎として用いた。 
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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 F 0081：2005 
 (ISO 8666：2002) 

舟艇－主要データ 
Small craft-Principal data 

 
序文 この規格は，2002 年に第 1 版として発行された ISO 8666，Small craft－Principal data を翻訳し，技

術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，船体の長さ 24 m 以下の舟艇に適用され，舟艇の主要寸法及びそれに関係す

るデータ，質量の規定及び搭載状態の統一した定義について規定する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 8666 : 2002，Small craft－Principal data (IDT) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS F 0102 舟艇－オーナ用マニュアル 

備考 ISO 10240 (1) Small craft－Owner's manual からの引用事項は，この規格の該当事項と同等で

ある。 

JIS F 1041 舟艇－最大搭載量 

備考 ISO 14946 Small craft－Maximum load capacity からの引用事項は，この規格の該当事項と同

等である。 

ISO 12217 (all parts)，Small craft－Stability and buoyancy assessment and categorization 

参考 ISO 12217 は，次の部から編成されている。 

ISO 12217-1  Small craft－Stability and buoyancy assessment and categorization－Part 1 : 

Non-sailing boats of hull length greater than or equal to 6 m 

ISO 12217-2 Small craft－Stability and buoyancy assessment and categorization－Part 2 : Sailing 

boats of hull length greater than or equal to 6 m 

ISO 12217-3 Small craft－Stability and buoyancy assessment and categorization－Part 3 : Boats of 

hull length less than 6 m 

注(1) 審議中（ISO 10240 : 1995 の改正） 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，次による。 

3.1 水線 (waterline) WL 船体と浮平面との交線。側面図又は正面図で表現するが，半幅平面図に実際


